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1 はじめに  

消費者主体のマーケットにおいては，企業は迅速にか  

つ柔軟，的確に消費者のニーズに対応する必要がある．  

このような状況下において競争力を維持するためには，  

企業は従来の「系列」や「下請け」などの閉鎖的なサプ  

ライチェーン1）ではなく，流通の各段階を構成する企業  

群よりなるサプライウェブ環境のもとでバーチャル・エ  

ンタープライズを構築し，市場の変化に柔軟に対応する  

ことが必要となる2）．本研究では，各企業がどのように  

ビジネスパートナーを選んでバーチャル・エンタープラ  

イズを構築するのかを明らかにするためにその交渉過程  

について考察する．   

2 モデル化  

本研究では，サプライウェブ環境として川層からなる  

サプライチェーンモデルを構築し，その中でバーチャル・  

エンタープライズを構成するものと考える．構成モデル  

として図1，2に示すような2種類が考えられる．ここ  

では図1のモデルを考えることとする．なお，第押層  

はnln個のUllitから構成される．図1において左側の  

tTllit．を下位のUllit．，右側のUllit．を上位のt．†11it．とする．  

Leveln Leveln－1  Level 2 Level 1 

t．ll】it OOから仕事の提案がLeve10に行なわれると  

LevellのしI11it．はその仕事を実現するために必要な仕  

事の提案をLeve】2のUIlitに対して行なう．Leve12の  

Utlitも必要な仕事の提案をLeve13のUllitに対して行  

なう．このように順次下位層に仕事の提案を行なってい  

く．また，仕事の提案が行なわれた1lllitは下位のUllit  

に仕事の提案を行うとともに上位のt†11itに対して入札  

を行なう．入札，落札のタイミングについては後述する．  

このようにして最終的に1つの仕事に対して1本のサプ  

ライチェーンを構築する．   

本研究では交渉プロトコルとして契約ネット鋤）を用い  

る．1Jllit．はある仕事（Task）が提案された場合，その仕事  

に対応するためのCo11traCtOr，Managel・を作成する．  

（ふt．ra．ぐt．。rは上位のtJl－it．のマネージャから提案された  

仕事に対して入札を行ない，M鋸Ia・gel・は提案された仕事  

を実現するために必要な事柄を下位のtTllitへの新たな仕  

事として提案する．上位のマネージャから下位のコントラ  

クタへTaskを提案することをTaskAnnouncenlent，  

下位のコントラクタから上位のマネージャヘ返答を行な  

うことをBidと呼ぶ．本報告では交渉の対象となるのは  

量と価格だけとし，rra5kの作成方法について述べる，ま  

ず，TaskAl1110ullCel11elltに対して入札を行なうための  

予定入札値を作成する．これは量，価格のどちらを優先  

するかにより異なる．優先する項巨は一定の割合（〆uβ）  

で増加させ，他方の値は減少させる．量を優先した場合  

について説明を行なう．入札量（り，価格（p）はそれぞれ   

l′＝l′′（〆l√β＋1）、Ⅰ）＝クーα（ぐ朋頼り，0＜α＜1（1）   

r耶た血‖0…I．ぐ川丁川∫された量l∴価格P，経費  

で表される．（1）式では量を増加させることにより，1個  

当たりの経費が削減される．そのためその削減分の何割  

か（o・）を価格に反映させている．Ma・11a・gerの新規TこLSk  

Al11101111ぐelllellt．の作成手順は次の通りである．ここでは  

売上（（ニー011t．l・aぐt．Orの予定入札値）に対して設定される利  

益（～）TtOJ呵をあげるために必要な仕入代が新規のTa5k  

Al1110ullCe111ellt・となる．その量（l・′），価格（P）は  

P＝（1－γ†－0／研一ぐ0雨／l，，l′＝・l′   （2）  

（・－囲わⅥぐナ07・の予定入札量（t′），価格（ヱ））  

で表される．落札者の決定基準は量，価格ともに一定基  
準を満たす入札の中で各tJllit．が最適なものを選択する  

ものし，本研究では仕入量が最少となる入札者，仕入れ  
代が最少となる入札者のいずれかとし，その決定基準は  
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図1：サプライチェーンモデル一分散型  

図2：サプライチェーンモデルー集中型  
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3．2 シミュレーション結果   

図1に示すモデルにおいて4層，各層のt†11itが3個か  

らなるモデルを用いてシミュレーションを行なう．tTllit  

OOがTa諒（1000円，1000個）を売ると企画した場合の  
シミュレーションの平均結果を表1に，その中での契約  

結果の一例を区14に示す．  

Ullitにより異なる．また，基準を満たす入札が存在し  
ない場合は，TaskAnl10ullCe111ent．を変更し，再度Task  
AnnoullCemelltを行い，契約が締結できるまでMalla・ger  

は交渉を続ける．形成されたサプライチェーンの評価値  

としてROA（R・et・un1011Asset・；総資産利益率）とチェー  

ン全体の利益を用いる．R．OAは以下の式で表される．  

売上一任入値一経費  
月OA＝   

（3）  

在庫資産   

表1：サプライチェーンの評価  

R．OA  利益（円）  キャンセル回数   
（a・）  8．219  77581（う．5   0   

（l））  10．471  786345．2   0．2   

（c）  9．811  780174．9   20．8   

3 入札時期の検証   

3．1 実験モデル   

Co11traCt．Orは上位のl．Tnit．のマネージャから提案された  

仕事に対して入札を行なう．ul－it・内でのMa・11a・ger，Coll－  

tra．ctorの動きは以下の通りである．図3はあるUllitAに  

T誠kAnl10ullCemelltkが行なわれた場合の流j・tを示して  

いる．Ta．skAn110ullCeme11t．kはtTllit．Aにとってi番目の  

C●lnOn  tl   ー叫b）   

8畑（b） 山  

図4：交渉結果の一例   

Contractor             l  
これらの結果から下位のIJnit．との契約完了後入札を  

行う（l））の場合がR．OA，サプライチェーン全体の利益共  

に最大となることがわかる．しかし，（l））の場合下位と  

の契約完了後，上位のtl山l．に対して入札を行うがその  

入札に失敗した場合下位との契約をキャンセルしなけれ  

ばならない．現段階では1度しかサプライチェーンを形  

成しないためキャンセルの以後の契約に及ぼす影響は考  

慮していない．しかし，現実には契約締結後のキャンセ  

ルによるリスクは大きいと考えられるため，今後キャン  

セルによる次回以降の契約への影響の検討を行いたい．   

4 ぁわりに  

本研究では企業間の交渉過程を明らかにするために企  

業のモデル化を行ない，価格，量を交渉要素とした簡単  

なモデルを用いてシミュレーションを行ないその検証を  

行なった．今後さらに交渉時に様々な要素を追加したシ  

ミュレーションを行ない，より複雑な交渉過程について  

検討する計画である．   
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図3：Ullit．のアルゴリズム  

T誠kとなるためUnit・Aは（：ontlraCtIOriとMana・geriを作  

成する．まずColltra・Ct・OriではTa．skAn110unCemelltkに対  

して入札を行なうための予定入札値を作成する（（：1）．次  

にその予定入札値をもとに新たにTa，SkAnl10unCementil  

を下位層に対して行なう（Ml）．その入札期間終了後，複  

数の入札の中から最適なものの選択を行ない（M2），基  

準を満たすものが存在しなければTask Alll10u11Cement．  

を変更し，Ta・SkAn110ullCenlent．i2として再びTaskA11－  

noullCel11elltを行う．また基準を満たすものがあれば落  

札者を決定する（M2’）．ここで入札時期として  

（a）上位のl．Illitとの契約完了後，下位のU】litへのTa5k  

Annol111Cel－1elltを行う（図3Bi（l（a・），Awa・rd（a・）の  

場合）  

（b）下位との契約完了後，上位のt†nit．に対して入札を  

行う（図3Bid（b），Awa．rd（1））の場合）  

（c）他の契約状況に関わらず独立に契約を行う  

が考えられる．この3パターンについてシミュレーショ  

ンを行い入札時期の検討を行う．  
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